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警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合： www.Toro.com
製品・アクセサリに関する情報、代理店についての
情報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際
には、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお
知らせください。いまのうちに番号をメモしてお
きましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 1を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 111

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要
「重要」は製品の構造などについての注意点を、注注注
はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997,ISO規格
5395:1990 およびANSI規格B71.4-2012から抜粋し
たものです。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりす
る能力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐた
め、注意事項を厳守してください。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このオペレーターズマニュアル や関連する機

器のマニュアルをよくお読みください。各部の
操作方法や本機の正しい使用方法に十分慣れ
ておきましょう。

• 子供や正しい運転知識のない方には運転させな
いでください。地域によっては機械のオペレー
タに年齢制限を設けていることがありますので
ご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対
に作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレータ
やユーザーが責任を負うものであることを忘れ
ないでください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人すべてに適切なトレーニング
を行ってください。特に以下の点についての十
分な指導が必要です：

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な注
意点と注意の集中；

– 斜面で機体が滑り始めるとブレーキで制御す
ることは非常に難しくなること。斜面で制御
不能となるおもな原因は：

◊ タイヤグリップの不足、特にぬれた芝の
上で；

◊ 速度の出しすぎ；

◊ ブレーキの不足；

◊ 機種選定の不適当；

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握し
ていなかった；

◊ 積荷の重量分配の不適切。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 運転には必ず頑丈な靴と長ズボンを着用してく

ださい。また、裸足やサンダルで機械を運転し
ないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちていな
いか、作業場所をよく確認しましょう。

• マフラーが破損したら必ず交換してください。

• 刈り込みデッキを搭載している場合には、使用
前に必ずデッキの目視点検を行い、刈り込みブ

レード、ブレードボルト、カッターアセンブリ
などの状態を確認してください。バランスを狂
わせないようにするため、ブレードを交換する
ときにはボルトもセットで交換してください。

燃燃燃料料料ののの安安安全全全ななな取取取りりり扱扱扱いいい
• 人身事故や物損事故を防止するために、ガソリ

ンの取り扱いには細心の注意を払ってくださ
い。ガソリンは極めて引火しやすく、またその
気化ガスは爆発性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタ
バコ、パイプなど、すべての火気を始末して
ください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってく
ださい。

• エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タン
クのふたを開けたり給油しないでください。

• 給油はエンジンの温度が下がってから行いま
しょう。

• 屋内では絶対に給油しないでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど
裸火や火花を発するものがある近くでは、絶対に
機械や燃料容器を保管･格納しないでください。

• トラックの荷台に敷いたカーペットやプラス
チックマットなど絶縁体の上で燃料の給油をし
ないでください。ガソリン容器は車から十分に
離し、地面に直接置いて給油してください。

• 給油は、機械をトラックやトレーラから地面に
降ろし、機体を接地させた状態で行ってくださ
い。機械を車両に搭載したままで給油を行わなけ
ればいけない場合には、大型タンクのノズルか
らでなく、小型の容器から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触さ
せた状態を維持して行ってください。ノズルを開
いたままにする器具などを使わないでください。

• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、
直ちに着替えてください。

• 絶対にタンクから燃料をあふれさせないでくだ
さい。給油後は燃料タンクキャップをしっか
りと締めてください。

運運運転転転操操操作作作
• 旋回動作を行う時は、注意深くゆっくりと行っ

てください。方向を変える前に、後方の安全と
旋回方向の安全を確認してください。

• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め切っ
た場所ではエンジンを運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行って
ください。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントのク
ラッチをすべて外し、ギアシフトをニュート
ラルにしてください。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜面での
作業には特に注意が必要です。転倒を防ぐため：
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– 斜面では急停止・急発進しない；

– 斜面の走行中や小さな旋回をする時は十分
に減速する；

– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に注意す
ること。

• 道路付近で作業するときや道路を横断するとき
は通行に注意しましょう。

• アタッチメントを使用するときは、排出方向に
気を付け、人に向けないようにしてください。ま
た作業中は機械に人を近づけないでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられてい
ない状態のままで運転しないでください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジン
の回転数を上げすぎたりしないでください。規
定以上の速度でエンジンを運転すると人身事故
が起こる恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に：

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降
させる；

– 駐車ブレーキを掛ける；

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 以下の場合には、アタッチメントの駆動を停止
し、エンジンを止め、キーを抜き取ってくださ
い：

– 機械の点検・清掃・整備作業などを行うとき

– 異物をはね飛ばしたとき。機械に損傷がない
か点検し、必要があれば修理を行ってくださ
い。点検修理が終わるまでは作業を再開しな
いでください。

– 機械が異常な振動を始めたとき（直ちに点検
する）。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッチ
メントの駆動を止めてください。

• 次の場合は、アタッチメントの駆動を止め、エ
ンジンを止めてください。燃料を補給する前

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボルト、

ナット、ねじ類が十分に締まっているかを確
認してください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管する場
合は、必ず燃料タンクを空にし、火元から十分
離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エン
ジンが十分冷えていることを確認してください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテ
リーの周囲に、余分なグリス、草や木の葉、ホ
コリなどが溜まらないようご注意ください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全のた
めに交換してください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合は屋
外で作業を行ってください。

• 刈り込みデッキを搭載している場合には、１つ
のブレードを回転させると他も回転する場合が
ありますから注意してください。

• 駐車するとき、格納するとき、機械から離れ
るときは、アタッチメントを降下させておい
てください。

搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと
きには安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使
用してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケー
ブル、ロープなどで機体を確実に固定してくだ
さい。機体の前後に取り付けた固定ロープは、
どちらも、機体を外側に引っ張るように配置し
てください。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたた
だだだくくくたたためめめににに：：： TOROTOROTORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項は上記規格には含まれていません
が、トロの芝刈り機を初めとする製品を安全に使
用していただくために必ずお守りいただきたい事
項です。

• エンジンの排気ガスには致死性の有毒物質であ
る一 酸化炭素が含まれている。屋内や締め切っ
た場所ではエンジンを運転しないこと。

• エンジン回転中は、機械の可動部、カッティン
グデッキの裏側や排出口に手足や髪、衣服を近
づけないでください。

• マシンには、使用中に熱くなる部分があります
ので、これらの部分に触れないよう注意してくだ
さい。保守、調整、整備などの作業は、マシン各
部が安全な温度に下がってから行ってください。

• バッテリー液は毒性があり、皮膚に付くとやけ
どを引き起こします。皮膚、目、衣服に付着さ
せないよう注意してください。バッテリーに関
わる作業を行うときには、顔や目や衣服をきち
んと保護してください。

• この機械は公道を走行する装備をもたない「低
速走行車両」です。公道を横切ったり、公道上
を走行しなければならない場合は、必ず法令を
遵守し、必要な灯火類、低速走行車両の表示、
リフレクタなどを装備してください。
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• バッテリーからは爆発性のガスが発生します。
バッテリーにタバコの火、火花などの火気を近
づけないでください。

• 製造時の性能を適切に発揮できるよう、交換部
品は必ずトロの純正品をお使いください。

• 弊社が認可していないアタッチメントは使用し
ないでください。認可されていないアタッチメ
ントを御使用になると製品保証を受けられなく
なる場合があります。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転操操操作作作
• 段差や溝、大きく盛り上がった場所、池や川の

近くなどでは作業しないでください。車輪や
ローラが溝などに落ちて機体が転倒すると、最
悪の場合、死亡事故などの重大な事故となる
危険があります。

• ぬれた芝草に覆われた斜面では本機を使用しな
いでください。滑りやすくなっているために走
行力が十分発揮できず、制御できなくなる危険
があります。

• 急旋回したり不意に速度を変えたりしないで
ください。

• 斜面では速度を落とし、より慎重な運転を心が
けましょう。

• 作業場所に岩や木の幹などの障害物がある場合
には目に付きやすいマークをつけておきましょ
う。深い芝生に隠れて障害物が見えないこと
があります。

• 溝、穴、岩、くぼみ、マウンドなどに注意しま
しょう；不用意に入ると機体が転倒する危険
があります。

• 上り坂で急発進しないでください；機体が後ろ
にのけぞって転倒する危険があります。

• 斜面では急な発進や急な停止は避けてくださ
い。坂を上れないと分かったら、アタッチメン
トの作動を止め、ゆっくりとバックで、まっす
ぐに坂を下りてください。

• 斜面での安定性を確保するために、メーカーが
指示するウェイトやカウンタウェイトを必ず搭
載してください。

• アタッチメントには十分な注意を払ってくださ
い。アタッチメントによってマシンの安定性が
変わり、安全限界が変わる場合がありますから
ご注意ください。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

112-1461112-1461112-1461

1. ベルトの掛け方

107-2908107-2908107-2908

1. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

2. 飛来物危険：デフレクタを上位置にセットして、あるいは取り付
けないで運転しないこと； 必ず正しく取り付けて運転すること。

3. ブレードによる手足切断の危険：可動部に近づかないこと

93-781893-781893-7818

1. 警告：ブレードボルト/ナットは115～149 Nm （11.8～15.2 kg.m）
にトルク締めする；トルク締めの方法についてはオペレー
ターズマニュアルを読むこと。

93-668793-668793-6687

1. ここに乗らないこと。

93-669793-669793-6697

1. 参照：オペレーターズマニュ
アル。

2. 50運転時間ごとにSAE
80w-90（API GL-5）オイル
を補給すること。
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93–669693–669693–6696

1. 負荷が掛かっている危険：オペレーターズマニュアルを読
むこと。

117–4979117–4979117–4979

1. ベルトに巻き込まれる危険： 可動部に近づかないこと。すべ
てのガード類を正しく取り付けて使用すること。

120-6604120-6604120-6604

1. 異物が飛び出して人にあたる危険： 人を近づけないこと。

2. 切傷や手足の切断の危険：回転刃に近づかないこと； 使用時
にはすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

3. 切傷や手足の切断の危険：回転刃に近づかないこと； 使用時
にはすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。
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組組組みみみ立立立ててて
そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

パーツカタログ 1

オペレーターズマニュアル 1

認証証明書 1

以下の文書をよく読み、適切な場所に保管してください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

既既既存存存のののデデデッッッキキキををを取取取りりり外外外すすす（（（搭搭搭載載載さささ
れれれててていいいるるる場場場合合合）））
1. 平らな場所で、刈り込みデッキを完完完全全全ににに上上上昇昇昇

さささせせせたたた状状状態態態ででで駐車する。エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

注注注 刈り込みデッキを完全に上昇させた状態で
は、プルリンクのトーションスプリング（図
2）が軽くなるのでプルリンクをマシンから外
すのが非常に容易になります。

g017279

1

2
3

4

5

6
7

図図図 222

1. プルリンク（デッキ上昇時） 5. デッキ昇降チェーン

2. ショルダ付きねじ 6. クレビスピン

3. リテーナピン 7. 調整クレビス

4. トーションスプリング

2. 以下の手順で、車両両側のプルリンクを外す
（図 2）：

注注注意意意

プププルルルリリリンンンクククををを外外外すすすととときききにににけけけがががをををしししななないいいよよよううう
ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。プププルルルリリリンンンクククのののトトトーーーシシショョョンンン
スススプププリリリンンングググののの力力力ににによよよっっっててて取取取りりり外外外ししし作作作業業業中中中
ににに、、、プププルルルリリリンンンクククががが回回回転転転すすするるる場場場合合合がががあああるるる。。。

A. リテーナピンをキャリアフレームに接続し
ているショルダ付きねじを外す（図 2）。

B. キャリアフレームとプルリンクから、リ
テーナピンを注意深く抜き取る（図 2）。

3. 組み立て時のために、刈高ブラケットのどの
穴に刈高ピンが入っているかを確認しておく
こと（図 3）。刈高ブラケットから刈高ピン
を外す。

1

2

G017278

図図図 333

1. 刈高ピン 2. 刈高ブラケット

4. エンジンを掛け、刈り込みデッキを完全に降
ろす。そして、エンジンを止め、キーを抜き
取る。

注注注 刈り込みデッキを台車の上におろすように
すると、その後の引き出しが楽になります。

警警警告告告

PTOPTOPTO 駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトががが刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキににに接接接続続続
ささされれれててていいいななないいい時時時にににエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動しししててて PTOPTOPTO
スススイイイッッッチチチををを操操操作作作しししななないいいこここととと。。。万万万一一一エエエンンンジジジンンン
ををを始始始動動動しししててて PTOPTOPTO シシシャャャフフフトトトををを回回回転転転さささせせせてててししし
まままうううととと大大大きききななな人人人身身身事事事故故故やややマママシシシンンンののの損損損傷傷傷事事事
故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。PTOPTOPTO 駆駆駆動動動シシシャャャ
フフフトトトをををデデデッッッキキキかかかららら切切切りりり離離離しししたたたららら、、、PTOPTOPTO ククク
ラララッッッチチチををを誤誤誤っっっててて作作作動動動さささせせせるるるここことととのののななないいいよよよううう
ににに、、、ヒヒヒュュューーーズズズブブブロロロッッックククかかかららら PTOPTOPTO 用用用ヒヒヒュュューーー
ズズズををを抜抜抜ききき取取取っっっててておおおくくくこここととと。。。
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5. 以下の要領で、刈り込みデッキのギアボック
スから、PTO 駆動シャフトの端部にあるヨー
クを外す：

A. ヨークとギアボックスのシャフトからロー
ルピンを取り外す（図 4）。

図図図 444

1. 駆動シャフト 3. ロールピン

2. キャップスクリュとロックナッ
ト

4. ギアボックス

B. キャップスクリュ（2本）とロックナット
をゆるめる（図 4）。

C. ギアボックスのシャフトからヨークを抜
き取る。

注注注 駆動シャフトを立ててフレームに縛
り付ける。

6. 昇降チェーンをデッキの調整クレビスに固定
しているリングピン（4本）とクレビスピンを
取り外す（図 2）。

7. 機体下から刈り込みデッキを引き出す。

注注注 デッキの引き出しが難しい場合には、ト
ラクションユニットの前部を持ち上げてくだ
さい。

新新新しししいいい刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの取取取りりり付付付けけけ
1. 機体のキャリアフレームの下に、新しい刈り

込みデッキを押し入れる。

2. リングピン（4本）とクレビスピンを使って、
昇降チェーンをデッキの調整クレビスに固定
する（図 2）。

3. 以下の要領で、刈り込みデッキのギアボック
スにPTO 駆動シャフトの端部にあるヨークを
接続する：

A. 駆動シャフトのヨークのスプラインとロー
ルピンの穴を、ギアボックスのスプライ
ンと穴に合わせる。

B. ギアボックスのシャフトにヨークを差し
込む。

C. ロールピンを使って、ヨークを刈り込み
デッキのギアボックスに固定する（図
4）。

D. ヨークとギアボックスを接続している
ロックナットを締め付ける（図 4）。
ロックナットを、 20-25 N.m （2.0-2.6
kg.m=175-225 in-lb）にトルク締めする。

4. エンジンを掛け、刈り込みデッキを完全に上
昇させる。そして、エンジンを止め、キーを
抜き取る。

注注注 各リンクの下に角材などを置いて、上昇状
態を保持する。

注注注意意意

プププルルルリリリンンンクククををを機機機体体体ににに接接接続続続すすするるる時時時にににけけけがががををを
しししななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。プププルルルリリリンンンククク
のののトトトーーーシシショョョンンンスススプププリリリンンングググののの力力力ににによよよっっっててて、、、
取取取りりり付付付けけけ作作作業業業中中中ににに、、、プププルルルリリリンンンクククががが回回回転転転すすす
るるる場場場合合合がががあああるるる。。。

5. プルリンクをキャリアフレームに合わせて、
リンクをリテーナピンで接続する（図 2）。
リテーナピンは、ショルダねじでフレームに
固定する（図 2）。

6. 希望の刈高に合わせて、刈高ブラケットに刈
高ピンを取りつける（図 3）。

7. PTO 駆動シャフトについているグリス注入か
らグリスアップを行う。

8. ヒューズブロック（F1）に 15 A ヒューズを
取り付ける。

デデデッッッキキキののの水水水平平平調調調整整整

左左左右右右ののの水水水平平平調調調整整整

1. 作業場の平らな場所に駐車する。

2. スロットルレバーを Slow 位置にセットし、駐
車ブレーキを掛け、エンジンを停止し、キー
を抜き取る。

3. 刈り込みデッキを 127 mm の刈高にセットす
る。

4. トラクションユニットタイヤ空気圧を前後とも
に所定値に調整する；各トラクションユニット
のオペレーターズマニュアルを参照のこと。

5. ブレードに曲がりが出ていないか点検する；
「ブレードの曲がりを検査する」を参照。

6. ブレードが前後方向を指すように回転させる。

7. 床面からブレードの切っ先までの高さを測る。
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8. デッキのヨーク/チェーンをデッキに固定して
いるジャムナットを調整してデッキを水平に
する（図 5）。

図図図 555

1. チェーン 3. ジャムナット

2. ヨーク 4. 刈り込みデッキ

前前前後後後ののの水水水平平平調調調整整整

カッティングユニットのピッチとは、ブレードを前
後方向に向けたときのブレードの前後における床
からの高さの差を言います。トロでは、ブレード
のピッチをおよそ 8-11 mm の間に調整することを
推奨しています。 これは、ブレードを前後に向け
て先端の高さを比べたとき、前よりも後ろの方が
8-11mm 高くなっている状態を言います。

1. 作業場の平らな場所に駐車する。

2. 刈り込みデッキを希望の刈高にセットし、ス
ロットルレバーをスローにセットし、エンジ
ンを停止させ、駐車ブレーキを掛け、始動
キーを抜き取る。

3. まず、中央のブレードを前後方向に向ける。

4. 短い定規を使って、床面からブレードの前側
の刃先までの高さを測る。

5. 同じ刃先を後に回し、床面からブレードの刃
先までの距離を測定する。

6. 後方での測定値から前方での測定値を引いた
値がブレードのピッチとなる。

7. ブレードのピッチが 8-11mm になるように、
後のヨーク/チェーンを固定しているジャム
ナット（図 5）で刈り込みデッキ後部の高さ
を調整する。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

調調調整整整

刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる

刈高の調整範囲は、25-158mm で、ストップピンの
取り付け穴を変更することにより、6mm 刻みで調
整することができます。

1. エンジンを始動し、デッキの昇降スイッチの後
部を押してデッキを一番高い位置まで上昇させ
たらすすすぐぐぐにににスススイイイッッッチチチかかかららら手手手ををを離離離すすす（図 6）。

図図図 666

1. ストップピン

2. ストップピンについているロールピンを回し
てピンと刈高設定穴のスロットとが整列した
ところでピンを抜き取る (図 6)。

3. 刈高ブラケットについている穴から、希望す
る刈高に対応する穴を見つけ、その穴にピン
を通し、ピンを回してロックする (図 6)。

注注注 刈高設定穴は、扇形の外周に一番近い段か
ら全部で4段（列）あります (図 6)。外周側の
列は、外周部に刻印されている通りの刈高の
穴です。2 列目の穴は、それぞれ 1 列目プラ
ス 6 mmの刈り高となります。3 列目の穴は、
それぞれ 1 列目プラス 12 mmの刈り高となり
ます。一番下の列の穴は、それぞれ 3 列目プ
ラス 18 mmの刈り高となります。刈高 158mm
だけは例外で、2列目のはずれにあります。こ
の穴にセットすると 刈高 158mm となります
（6mm アップにはなりません）。

4. 必要に応じて芝削り防止ローラとスキッドの
調整を行う。
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スススキキキッッッドドドののの調調調整整整

刈高 64 mm 以上にて使用する場合には、スキッド
を下位置に取り付け、それ以下の刈高で使用する場
合には、上位置に取り付けます。

注注注 Guardian®デッキの場合、スキッドが磨耗した
ら、裏表を反転させて使用することができます。
これにより、1枚のスキッドをより長く使うこと
ができます。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 各スキッドの前にあるねじをゆるめる。ガー
ディアンデッキにはスキッドが2本、側方排出
デッキにはスキッドが1本ある（図 7）。

図図図 777

1. ネジ 3. スキッド

2. フランジヘッドボルト 4. ナット

4. 各スキッドからフランジヘッドボルトとナッ
トを外す。

5. 各スキッドを希望位置に合わせて、フランジ
ヘッドボルトとナットで固定する。

注注注 スキッドの調整は、一番上の穴または真
ん中の穴のどちらかで行ってください。下の
穴は、ガーディアンデッキでスキッドの左右
を入れ替えて使用するときに上穴として利用
するものです。

6. 各スキッドの前部についているねじを 9-11
N.m （0.93-1.15 kg.m = 80 to 100 in-lb）
にトルク締めする。

後後後部部部芝芝芝削削削りりり防防防止止止ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる

刈高を変更した場合には後部芝削り防止ローラの高
さの調整を行ってください。

1. PTOを解除し、走行ペダルから足を離し、駐車
ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 刈高を変更後、ローラのフランジナット、ブッ
シュ、スペーサ、ボルトを外して（図 8）、
ローラの高さ調整を行う。

図図図 888

1. フランジナット 4. スペーサ

2. ブッシュ 5. ボルト

3. 芝削り防止ローラ

4. 設定した刈高に一番近い数値の穴を、芝削り
防止ローラの取り付け穴とする(図 9)。

図図図 999

1. 38mm 3. 64mm

2. 51mm 4. 76 mm またはそれ以上

5. フランジナット、ブッシュ、スペーサ、
ボルトを取り付ける。54-61 Nm（5.5-6.2
kg.m=40-45 ft-lb）にトルク締めする（図
8）。
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ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる

刈高 64 mm 以上にて使用する場合には、ローラを
下位置に取り付け、それ以下の刈高で使用する場
合には、上位置に取り付けます。

1. PTOを解除し、走行ペダルから足を離し、駐車
ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 機体前部を浮かせ、ジャッキスタンドで支持
する。

4. デッキのローラを固定しているボルトナット
類を外して、ローラの高さを調整する；使用
するデッキのタイプに合わせて 図 10 から
図 14 を参照。

図図図 101010

すべての芝刈り機

1. 前ローラ 2. ローラシャフト

図図図 111111

ガーディアンデッキのみ

1. ボルト 4. ナット

2. デッキ後部下ローラ 5. ブラケット

3. スペーサ

図図図 121212

ガーディアンデッキのみ

1. ボルト 3. ナット

2. デッキ前部下ローラ 4. ブラケット

図図図 131313

側方排出デッキのみ

1. ボルト 4. ナット

2. シュート側ローラ 5. ブラケット

3. スペーサ
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図図図 141414

側方排出デッキのみ

1. ボルト 3. デッキ下ローラ（2本）

2. ローラシャフト 4. ブラケット

5. 図のように固定する。

ヒヒヒンンントトト

スススロロロッッットトトルルルははは高高高速速速ににに設設設定定定ししし走走走行行行速速速度度度ををを調調調整整整

芝刈り作業に必要なパワーを十分に引き出すため
に、エンジンは常にスロットル全開で使用し、コン
ディションに合わせて走行速度を調整してくださ
い。以下のポイントを守りましょう： カッティン
グブレードへの負荷が大きくなったら、走行速度を
下げてやります；カッティングブレードへの負荷が
小さい時は走行速度を上げても構いません。

刈刈刈りりり込込込みみみののの方方方向向向

刈り込みの方向を変えるようにしましょう；同じ
ルートで長期間刈り込むとターフにタイヤマーク
がついてしまいます。また、刈りかすの飛散方向
も変わるので自然分解が促進され、栄養的にも有
利です。

刈刈刈りりり込込込みみみ速速速度度度

遅めの速度で刈り込むとカットの質が向上します。

刈刈刈高高高ををを下下下げげげすすすぎぎぎななないいい

いままで使っていた芝刈り機よりも広い刈り幅で刈
る場合には、以前の刈り高より少し高目の設定で
刈って、以前と同じ刈高に仕上がるか、凹凸面を
削らないか、確認してください。

条条条件件件ににに合合合っっったたた刈刈刈りりり高高高ののの設設設定定定ををを

一度に切り取る長さは25 mm以内に抑えましょう。
草丈の1/3 以上は刈り取らないのが原則です。成長
期の密生している芝生では、刈り込み速度を遅く
したり、刈り高設定をさらに一目盛り上げる必要
があるかもしれません。

重重重要要要 草草草丈丈丈ののの 1/31/31/3 以以以上上上ををを刈刈刈りりり取取取るるる場場場合合合ややや、、、長長長くくく伸伸伸びびび
たたたまままばばばらららななな草草草地地地ををを刈刈刈るるる場場場合合合、、、あああるるるいいいははは乾乾乾燥燥燥しししたたた草草草地地地
ををを刈刈刈るるる場場場合合合にににははは、、、空空空中中中ににに舞舞舞うううほほほこここりりりををを減減減らららしししたたたりりり駆駆駆
動動動部部部へへへののの負負負荷荷荷ををを減減減らららすすす効効効果果果のののあああるるるフフフラララッッットトトセセセーーールルル・・・
ブブブレレレーーードドドののの使使使用用用をををおおお奨奨奨めめめしししままますすす。。。

丈丈丈ののの高高高いいい草草草

芝生が伸びすぎてしまった時や、濡れている芝を刈
る時は、刈り高を高めに設定して刈りましょう。そ
の後に通常の刈り高に下げてもう一度刈るときれい
に仕上がります。

マママシシシンンンはははいいいつつつもももきききれれれいいいににに

芝刈り作業が終わったらホースと水道水でカッティ
ングユニットの裏側を洗浄してください。ここに刈
りカスやごみが溜まると切れ味が落ち、仕上がり
が悪くなります。

火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテ
リー、駐車ブレーキ、カッティングユニット、燃料
タンクなどの周囲に、余分なグリス、草や木の葉、
ホコリなどが溜まらないようご注意ください。 こ
ぼれたオイルや燃料はふきとってください。

ブブブレレレーーードドドののの保保保守守守

ブレードの刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もき
れいです。シーズンを通してブレードの刃先を鋭利
にしておきましょう。切れ味の悪い刃先は芝草を引
きちぎるので、切り口が茶色に変色し、芝草の成長
を悪くし、また病気にもかかりやすくなります。ブ
レードの磨耗や破損を毎日点検してください。必要
に応じてブレードを研磨してください。ブレードが
破損したり磨耗したりした場合には、直ちに交換し
てください；トロの純正ブレードを使ってくださ
い。「ブレードの整備」を参照。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

警警警告告告

ジジジャャャッッッキキキのののみみみででで機機機体体体ををを支支支えええてててデデデッッッキキキののの下下下ででで作作作業業業
ををを行行行うううととと、、、ジジジャャャッッッキキキががが倒倒倒れれれるるるなななどどどしししたたた場場場合合合ににに
デデデッッッキキキののの下下下敷敷敷きききににになななっっってててきききわわわめめめててて危危危険険険ななな人人人身身身
事事事故故故ににになななるるる。。。

機機機体体体とととデデデッッッキキキをををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた時時時ははは、、、少少少ななな
くくくとととももも222台台台のののスススタタタンンンドドドででで支支支えええるるるこここととと。。。

注注注意意意

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの上上上部部部ににに、、、フフフレレレーーームムムににに続続続くくく 222 つつつ
のののリリリンンンクククがががあああるるる。。。こここれれれらららのののリリリンンンクククにににはははスススプププリリリ
ンンングググががが取取取りりり付付付けけけてててああありりり、、、力力力ががが掛掛掛かかかっっっててていいいるるる(((図図図
151515)))。。。リリリンンンクククををを外外外すすすとととスススプププリリリンンングググののの力力力でででリリリンンンククク
ががが動動動ききき、、、手手手指指指ををを負負負傷傷傷すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

フフフレレレーーームムムかかからららデデデッッッキキキををを外外外すすすととときききにににははは事事事前前前にににリリリンンン
クククををを固固固定定定ししし、、、安安安全全全ににに十十十分分分注注注意意意しししててて作作作業業業すすするるるこここ
ととと。。。

図図図 151515

1. リンク 2. トーションスプリング
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推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 50 時間
• タイヤ空気圧を点検する。
• デッキのブレード駆動ベルトの状態を点検する。

使用するごとまたは毎日
• 刈り込みブレードを点検する。
• デッキを洗浄する。

50運転時間ごと • ベアリングとブッシュのグリスアップ

始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検する

デフレクタが下向きになって
いるか点検する（該当機種の
場合）。

駐車ブレーキを点検する。

燃料残量を点検する

タイヤ空気圧を点検する

計器の動作を確認する。

ブレードのコンディションを点
検する

すべてのグリスフィッティング
にグリスを注入する 1

塗装傷のタッチアップ修理を
行う。

1. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

要注意個所の記録

点検担当者名：

内容 日付 記事

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
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潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリスススアアアッッップププ

整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

定期的に、全部のベアリングとブッシュにNo.2汎用
リチウム系グリスを注入します。通常の使用では
50 運転時間ごとにベアリングとブッシュのグリス
アップを行います。悪条件下（ホコリの多い環境）

では毎回グリスアップしてください。ベアリングや
ブッシュの内部に異物が入ると急激に磨耗が進行し
ます。車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく
直ちにグリスアップしてください。

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスフィッ
ティングをきれいに拭く｡

2. グリスガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

図図図 161616
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図図図 171717

注注注 機械を洗浄するときにベアリングを傷めないよう
に注意が必要です。機体が熱いうちの水洗いは避け
てください。また、高圧の水をベアリングやシール
に当てないでください。
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タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

前後のタイヤとも規定値に調整して運転してくださ
い。前タイヤの適正空気圧は 103 kPa（1.05 kg/cm2
= 15 psi）、後タイヤは 172 kPa（1.75 kg/cm2 =
15 psi） に統一する。キャブを搭載している場合
は、前後のタイヤとも 172 kPa（1.75 kg/cm2 = 15
psi） に統一する。タイヤ空気圧がそろっていない
と、刈り上がりもそろわなくなります。測定はタイ
ヤが冷えている状態で行うのがベストです。

ブブブレレレーーードドド駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

ブレードを駆動しているベルトはスプリング付き
のアイドラで張りを調整しており、非常に耐久性
が高く、長期間にわたって使用することができま
す。しかし長期間のうちに必ず磨耗が現れてきま
す。磨耗の兆候として：ベルトが回転するときに
きしみ音がする、刈り込み中にベルトが滑ってブ
レードが回らない、刈り上がりが悪い、ベルトの
縁がほつれている、焼けた跡がある、割れている
などがあります。これらの兆候を発見したらベル
トを交換してください。

1. 芝刈りデッキを刈高 25 mm の高さに降下さ
せ、スロットルレバーを Slow 位置にセット
し、エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛
け、キーを抜き取る。

2. カッティングユニットからベルトカバーを外
して脇に置く。

3. バールなどの工具を使って上ベルト用アイド
ラプーリ(図 18)をベルトから引き離してベル
トの張りをなくす。

図図図 181818

1. 上ベルト 3. 下ベルト

2. 上ベルト用アイドラプーリ 4. 下ベルト用アイドラプーリ

4. 図 18のように、ギアボックスプーリ、下ベル
ト用スピンドルプーリ、アイドラプーリに新
しいベルトを回しかける。

5. 図 18のように、上ベルト用スピンドルプーリ
とアイドラプーリアセンブリに新しいベルト
を回しかける。

6. デッキとデッキ駆動部のグリスポイント全部
にグリスを注入する。

7. ベルトカバーを取り付ける。

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備
ブレードの刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もき
れいです。シーズンを通してブレードの刃先を鋭利
にしておきましょう。切れ味の悪い刃先は芝草を引
きちぎるので、切り口が茶色に変色し、芝草の成長
を悪くし、また病気にもかかりやすくなります。

ブレードの磨耗や破損を毎日点検してください。必
要に応じてブレードを研磨してください。ブレード
が破損したり磨耗したりした場合には、直ちに交換
してください；純正ブレードを使ってください。

危危危険険険

磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、
回回回転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが
起起起こここるるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険
ををを及及及ぼぼぼししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

••• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的
ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

••• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換
すすするるるこここととと。。。

8運転時間ごとにブレードを点検してください。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ややや整整整備備備にににかかかかかかるるる前前前ににに

1. PTOを解除し、走行ペダルから足を離し、駐車
ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. 刃先の部分を点検する（図 19）。刃先部分が
鋭利でなかったり、打ち傷がある場合には、
ブレードを外して研磨する。「ブレードの研
磨」を参照。

2. ブレードを点検し、特にセール部をよく観察
する（図 19）。破損、磨耗、割れの発生な
どがあれば（図 19）、直ちに新しいブレー
ドに交換する。

17

 



危危危険険険

ブブブレレレーーードドドののの磨磨磨耗耗耗ををを放放放置置置すすするるるととと、、、ブブブレレレーーードドドののの
セセセーーールルル部部部ととと平平平坦坦坦部部部とととののの間間間ににに割割割れれれ目目目ががが発発発生生生すすす
るるる。。。こここののの割割割れれれ目目目ががが拡拡拡大大大すすするるるととと、、、最最最終終終的的的にににははは
ブブブレレレーーードドドがががちちちぎぎぎれれれてててハハハウウウジジジンンングググののの下下下かかかららら
飛飛飛びびび出出出ししし、、、こここれれれがががオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人
ににに重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

••• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定
期期期的的的ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

••• 曲曲曲がががっっったたたブブブレレレーーードドドををを元元元ににに戻戻戻そそそうううとととしししたたた
りりり、、、欠欠欠けけけややや割割割れれれののの出出出たたたブブブレレレーーードドドををを溶溶溶接接接
ででで修修修理理理しししたたたりりりしししななないいいこここととと。。。

••• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは
交交交換換換すすするるるこここととと。。。

図図図 191919

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. セール部 4. ひび

ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる

1. PTOを解除し、走行ペダルから足を離し、駐車
ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. ブレードが前後方向を指すように回転させる
(図 20)。AAAの位置で(図 20)、平らな床面か
らブレードの刃先までの高さを測る。測定値
を記録する。

図図図 202020

1. ここ（平らな床面からブレー
ドの刃先までの高さ）を測る

2. A の位置

4. ブレードを半回転させてもう一方の刃先を前
に向ける。

5. ステップ3と同じ位置で、上記と同じ要領で平
らな床面からブレードの刃先までの高さを測
る。ステップ3 と 4 とで得られた計測値の差
が 3 mm 以下であれば適正とする。この差が
3 mm を超える場合には、そのブレードが変形
しているので交換する；「ブレードの取り外
しと取り付け」の項を参照。

警警警告告告

曲曲曲がががっっったたたりりり割割割れれれたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドののの一一一部部部ががが
デデデッッッキキキかかかららら飛飛飛びびび出出出すすすととと、、、周周周囲囲囲ののの人人人ににに大大大けけけががが
をををさささせせせたたたりりり死死死亡亡亡さささせせせるるるなななどどど極極極めめめててて危危危険険険ななな
事事事故故故のののもももととととととなななるるる。。。

••• 曲曲曲がががっっったたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは
直直直ちちちににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。

••• ブブブレレレーーードドドのののエエエッッッジジジややや表表表面面面ににに、、、絶絶絶対対対ににに割割割
れれれ目目目ややや切切切れれれ目目目をををつつつけけけななないいいこここととと。。。
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ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし

ブレードが堅いものに当たった、バランスが取れて
いない、磨耗した、曲がったなどの場合には新しい
ものと交換してください。いつも最高の性能を維持
し、安全を確保するために、交換用の刈り込み刃
（ブレード）は必ず Ｔｏｒｏ の純正部品をご使用
ください。他社のブレードを使用すると安全規格に
適合しなくなる可能性があります。

警警警告告告

鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる危危危険険険
がががあああるるる。。。

ブブブレレレーーードドドををを取取取りりり扱扱扱うううととときききははは丈丈丈夫夫夫ななな手手手袋袋袋をををすすするるる
かかか、、、刃刃刃先先先部部部分分分厚厚厚いいい布布布なななどどどでででしししっっっかかかりりりととと覆覆覆うううこここ
ととと。。。

1. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使って
ブレードの端部をしっかり握る。

2. スピンドルのシャフトからブレードボルト、
芝削り防止プレート、ブレードを取り外す
（図 23）。

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨

警警警告告告

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨中中中にににブブブレレレーーードドドののの一一一部部部ががが割割割れれれるるるななな
どどどしししててて飛飛飛びびび出出出すすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

ブブブレレレーーードドドををを研研研磨磨磨すすするるるととときききにににははは適適適切切切ななな保保保護護護めめめがががねねね
ををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

1. ブレードは、左右の刃先部分を研磨する（図
21）。刃先の角度を変えないように注意する
こと。左右を同じだけ削るようにすればバラ
ンスが狂わない。

図図図 212121

1. この角度を変えないように研磨すること

2. ブレードバランサー（図 22）を使ってバラン
スを調べる。ブレードが水平に停止すればバ
ランスがとれているからそのまま使用してよ
い。もし傾くようなら、重い方の裏面を少し
削って調整する（図 23）。バランスがとれる
まで調整する。

図図図 222222

1. ブレード 2. バランサー

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ

1. スピンドルシャフトにブレードを取り付ける
(図 23)。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの立立立っっっててていいいるるる側側側（（（セセセーーールルル部部部）））
がががカカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正ししし
いいい取取取りりり付付付けけけ方方方ででですすす。。。

2. 芝削り防止プレートとブレードボルトを取り
付ける（図 23）。

図図図 232323

1. スピンドル 3. 芝削り防止プレート

2. ブレードのセール部 4. ブレードボルト

3. 各ブレードボルトを 115-150 N.m
（11.8-15.2kg.m = 85-110 ft.-lb）にトルク
締めする。

デデデッッッキキキのののミミミスススマママッッッチチチののの修修修正正正

刈り幅全体に均一に刈れない場合には以下の手順で
修正してください：
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1. 作業場の平らな場所に駐車する。

2. 刈り込みデッキを希望の刈高にセットし、ス
ロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キー
を抜き取る。

3. トラクションユニットの前後のタイヤ空気圧を
点検する；「タイヤ空気圧の点検」を参照。

4. ブレードの変形を調べる

5. カッティングユニットの上部からカバーを外
す。

6. ブレードが前後方向を指すように回転させる。

7. 床面からブレードの切っ先までの高さを測る。

8. デッキのヨーク/チェーンをデッキに固定して
いるジャムナットを調整してデッキを水平に
する（図 24）。

図図図 242424

1. デッキ前部ヨークチェーン 4. ヨーク

2. デッキ後部ヨークチェーン 5. ジャムナット

3. チェーン 6. 刈り込みデッキ

デデデッッッキキキのののピピピッッッチチチののの調調調整整整

カッティングユニットのピッチとは、ブレードを前
後方向に向けたときのブレードの前後における床か
らの高さの差を言います。トロでは、ブレードの
ピッチを約 8 mm に調整することを推奨していま
す。 これは、ブレードを前後に向けて先端の高さ
を比べたとき、前よりも後ろの方が 8 mm 高くなっ
ている状態を言います。

1. 作業場の平らな場所に駐車する。

2. 刈り込みデッキを希望の刈高にセットし、ス
ロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キー
を抜き取る。

3. まず、中央のブレードを前後方向に向ける。

4. 短い定規を使って、床面からブレードの前側
の刃先までの高さを測る。

5. 同じ刃先を後に回し、床面からブレードの刃
先までの距離を測定する。

6. 後方での測定値から前方での測定値を引いた
値がブレードのピッチとなる。

7. ブレードのピッチが 8 mm になるように、後
のヨーク/チェーンを固定しているジャムナッ
トで刈り込みデッキ後部の高さを調整する
（図 24）。

デデデフフフレレレクククタタタののの交交交換換換

警警警告告告

排排排出出出口口口ををを露露露出出出さささせせせたたたままままままでででおおおくくくととと、、、異異異物物物ががが飛飛飛びびび
出出出しししてててきききてててオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに当当当たたたりりり、、、
重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。まままたたた、、、ブブブ
レレレーーードドドににに触触触れれれててて大大大怪怪怪我我我をををすすするるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。

••• 芝芝芝ををを刈刈刈るるるととときききにににははは、、、必必必ずずずマママルルルチチチキキキッッットトトまままたたた
はははデデデフフフレレレクククタタタををを取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

••• デデデフフフレレレクククタタタははは、、、必必必ずずず下下下向向向きききににになななっっっててていいいるるるののの
ををを確確確認認認しししててておおおくくくこここととと。。。

1. 刈り込みデッキを作業場の床面に降下させ、
スロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キー
を抜き取る。

2. デフレクタをピボットブラケットに固定してい
るロックナット、ボルト、スプリング、スペー
サを外す(図 25)。デフレクタを取り外す。

図図図 252525

1. ボルト 5. スプリングを取り付けた状
態

2. スペーサ 6. デフレクタ

3. ロックナット 7. スプリングの左側フックは、
ボルト取り付け前にデッキ
のエッジの後ろに引っ掛け
る。

4. スプリング 8. スプリングの右側のフック
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3. デフレクタのブラケットの間にスペーサとス
プリングを入れる(図 25)。スプリングの左
側 J 形フック部をデッキのエッジの後ろに
引っ掛ける。

注注注 必ず、スプリングの左側J-フックをデッキ
エッジの後ろに引っ掛け、それからボルトを
図 25のように取り付けてください。

4. ボルトとナットを取り付ける。スプリングの
右側のフックを、デフレクタに引っ掛ける
（図 25）。

重重重要要要 デデデフフフレレレクククタタタがががスススプププリリリンンングググににによよよっっっててて下下下向向向ききき
位位位置置置ににになななるるるここことととががが必必必要要要ででですすす。。。デデデフフフレレレクククタタタををを手手手
ででで上上上向向向きききにににししし、、、自自自力力力ででで下下下まままででで完完完全全全ににに下下下がががるるるこここ
とととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの裏裏裏側側側ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

デッキの裏側にたまった刈りかすは毎日取り除い
てください。

1. PTOを解除し、走行ペダルから足を離して
ニュートラル位置とし、駐車ブレーキを掛け
る。

2. スロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 芝刈りデッキを移動走行位置まで上昇させる。

4. 機体前部を浮かせ、ジャッキスタンドで支持
する。

5. デッキの裏側を水で十分に清掃する。

保保保管管管
1. デッキをきれいに洗浄、特に以下の部分を入

念に清掃してください：

• デッキの底部

• デッキベルトのカバーの下

• PTO シャフトアセンブリ

• グリス注入部やピボット部

2. 前後のタイヤ空気圧を点検する；「タイヤ空
気圧の点検」を参照。

3. ブレードを外して研磨とバランス調整を行う。
ブレードを取り付け、115-149 N-m（11.5-14.9
kg.m）にトルク締めする。

4. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必
要な締め付けを行う。

5. グリス注入部やピボット部全部をグリスアッ
プする。余分なグリスはふき取る。

6. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、
タッチアップする。 へこみを発見したら修理
する。
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メメメモモモ：：：
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USA は、以下に挙げるユニットが、以下に列挙する
指令に適合していることをここに宣言します（ただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓書」
に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします）。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

30353 314000001 以上
72 インチ・ロータリー刈

り込みデッキ
GM7200/GM360 72” BASE

DECK
72 インチ・ロータリー刈

り込みデッキ
2006/42/EC,
2000/14/EC

30354 314000001 以上
72 インチ側方排出刈り

込みデッキ
GM7200 72” SD DECK CE

72 インチ・ロータリー刈
り込みデッキ

2006/42/EC,
2000/14/EC

30456 314000001 以上 60 インチ側方排出デッキ GM7200 60” SD DECK
60 インチ・ロータリー刈

り込みデッキ
2006/42/EC,
2000/14/EC

30457 314000001 以上
62 インチ・ロータリー刈

り込みデッキ
GM7200 62” BASE DECK

62 インチ・ロータリー刈
り込みデッキ

2006/42/EC,
2000/14/EC

30481 314000001 以上
72 インチ側方排出刈り

込みデッキ
72” S.D. DECK (NON) C.E.

72 インチ・ロータリー刈
り込みデッキ

2006/42/EC,
2000/14/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付いたし
ます。ただし、送付方法は電子滴通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることによっ
て、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み： EU技術連絡先：

Peter Tetteroo
Toro Europe NV
B-2260 Oevel-Westerloo
Belgium

David Klis Tel. 0032 14 562960

上級エンジニアリングマネージャ Fax 0032 14 581911

8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55044, USA
September 26, 2013
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリング（シールドタイプ、グリス注入タイ
プ共）、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品とし
てダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、
薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料（ガソリン、軽油、バイオディーゼルなど）
を使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために発
生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証：：：

ディープサイクル･バッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に
放出することのできるエネルギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わ
ります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電
が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよう
な通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注：（リチウムイオンバッテリーについて）：リチウムイオンバッテリーには、そ
の部品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品が
あり、その保証は期間割保証（補償額逓減方式）となります。さらに詳しい情
報については、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交
換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、これら
に関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証によ
り、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によっては、
お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定められ
たエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは
別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照くださ
い。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。
くわしくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されてい
る、エンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へおたずねくだ
さい。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。

374-0253 Rev B

 


	NO TITLE
	NO TITLE
	安全な運転のために
	乗用芝刈り機を安全にお使いいただくために： TORO からのお願い

	? 既存のデッキを取り外す（搭載されている場合）
	? 新しい刈り込みデッキの取り付け 
	? デッキの水平調整
	NO TITLE
	調整

	始業点検表
	潤滑
	タイヤ空気圧を点検する
	ブレード駆動ベルトの交換
	ブレードの整備
	芝刈りデッキの裏側の清掃
	NO TITLE



